
年賀状などの送りそびれてしまった官製はがきや外国コインを
集めて、世界の女性たちへの支援へと換えていきます。





国際社会からの経済制裁、干ばつと洪水により、地域での母子の栄養不良が深刻

化したため、ナンガハール州ジャララバード市で無償での産前産後ケア、分娩ケ

ア、家族計画、予防接種などの保健医療サービスを提供し、さらに栄養不良の母

子への栄養フードパックの配付、クリニックでの食事の無料提供を行いました。

母子保健や栄養の改善、非感染性疾患の予防など、現地の保健に関する教材を分

析し、その中から選定したポスター4種をマグウェイ地域の8タウンシップにある全

384保健施設に掲示し、パンフレット4種を保健スタッフに配布しました。また、

今後保健省が活用することを視野に、提言をドキュメントにまとめて共有しました。

海外事業
アジア

アフリカ

アフガニスタン・イスラム共和国

寄附金による
ナンガハール州
母子保健プロジェクト

農村地域基礎保健サービス
強化プロジェクト  

ミャンマー連邦共和国

実施期間 ： 2023年12月1日～ 12月31日
対象人口 ： 約40,000人
活動資金（寄附）：一般財団法人クラレ財団、株式会社三菱UFJ銀行及び三菱UFJ銀行社会貢献基金、
  　　　電力総連、公益財団法人ベルマーク教育助成財団、株式会社MIYOSHI、支援者寄附金
連携機関 ： アフガン医療連合センター（UMCA: United Medical Center for Afghans and Rehabilitation 
  Program for Afghanistan）、ナンガハール州公衆衛生省、ナンガハール州保健局

カバロレ県のRHUクリニックを拠点に、活動しています。2023年度は、10名の保健医

療従事者に検査や治療の体制強化のための研修を行い、50回の訪問支援活動を通して

3,742人の女性にSRHサービスを届けました。さらに1,276名に実施した検査によって

子宮頸がんの前がん病変陽性がわかった105名に治療を提供。8月にはサラヤ株式会社

の社員と冨永愛ジョイセフアンバサダーによる活動視察がありました。

ウガンダ共和国

若い女性の自立と
SRHの質の向上
プロジェクト

実施期間 ： 2021年8月～2024年3月
対象人口 ： 約337,800人
資金協力 ： サラヤ株式会社、ジョイセフフレンズなどによる寄附金　
連携機関 ： サラヤ株式会社、リプロダクティブ・ヘルス・ウガンダ（RHU：Reproductive Health Uganda）

大洋州地域

2023年5月、JICAの「大洋州地域（フィジー、トンガ）強靭な保健システ

ム構築のための連携強化プロジェクト」が始動。ジョイセフはフィジーを担

当し、母子の健康を守る「母子継続ケア」を実施。デジタル技術を活用し、

健康危機時にも継続してサービスを提供できることを目指します。母子保健

政策と研修実施を担うチーム「技術作業部会」（TWG）が発足し、全国の医

療保健関係者の声を反映し、政策策定を行いました。

フィジー共和国

強靭な保健システム
構築のための連携強化
プロジェクト

実施期間 ： 2023年5月～ 2028年5月
対象人口 ： 924,610人
資金協力 ： JICA
共同企業体：株式会社コーエイリサーチ＆コンサルティング
連携機関 ： フィジー保健医療サービス省他

 

実施期間 ： 2019年2月～ 2024年2月
対象人口 ： 約1,736,000人
資金協力 ： JICA
共同企業体：株式会社国際開発センター（IDCJ）　
連携機関 ： ミャンマー保健省公衆衛生局、マグウェイ地域マグウェイ郡の全6タウンシップ保健局、
  マグウェイ地域ミンブー郡ミンブー及びフィンビューの各タウンシップ保健局

医療機関にかかる際の経済的負担を減らすために、コミュニティー内で金銭

を出し合い運営するバウチャー制度を2022年に開始し、各村の管理チームに

よって自主的に運用しています。この制度で産前・産後検診の受診回数、施

設分娩数、医療従事者の立ち会い分娩数が増加しました。現地の母子保健推

進員には、活動に役立つリーフレット3,785部とバッグ・帽子を、タウン

シップ保健局には母子手帳、基礎医薬品、手指消毒剤を供与しました。

家族計画・妊産婦保健
サービス利用促進
プロジェクト
～社会・文化的バリアを越えて～

 

実施期間 ： 2019年3月～ 2023年10月
対象人口 ： 約500,000人
資金協力 ： Merck Sharp & Dohme Corporation、MSD株式会社
連携機関 ： ミャンマー保健省公衆衛生局妊産婦保健リプロダクティブ・ヘルス課、同健康増進課、エヤワディ地域保健局及びエインメ、ワケマ・ 
  タウンシップ保健局

上述の「家族計画・妊産婦保健サービス利用促進プロジェクト～社会文化的バリアを越えて～」

の活動の持続・発展を支援するために、バウチャー制度を導入したコミュニティでモニタリン

グを行い、活動が継続していることを確認しました。また、ミャンマー軍事政権が施行した新

しい法律に沿って、ジョイセフの現地でのNGO登録の更新手続きを進めました。

寄附金による
コミュニティ支援
プロジェクト

実施期間 ： 2023年9月～ 2025年3月
対象人口 ： 約500,000人
連携機関 ： ミャンマー保健省公衆衛生局妊産婦保健リプロダクティブ・ヘルス課、同健康増進課、エヤワディ地域保健局及びエインメ、ワケマ・
  タウンシップ保健局
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ケニア中央部の都市ニエリのスラムでは、出産施

設や医療サービスの不足により、自宅出産を選択

する女性達がいます。ジョイセフはスラムに隣接す

るニエリタウン保健センターに新しい産科棟を整

備し、医療従事者を対象に、質の高いサービスを

提供できるよう業務の質を改善する「5S-KAIZEN」

や患者を尊重するケアなどの能力強化研修を実施。

また、住民に適切な情報を提供してケアにつなぐ

保健ボランティアを支援することで、より質の高

い母子保健サービス提供を支援しています。

ニエリカウンティに
おける母子保健サービス
強化事業

ケニア共和国

 

実施期間 ： 2022年3月～ 2024年6月
対象人口 ： 759,164人
資金協力 ： 外務省NGO連携無償資金協力
連携機関 ： ニエリカウンティ保健省

ナイロビのスラム地区で、子宮頸がんの早期発見・

早期治療を促進する3年間の事業を始めました。ま

ず基礎調査を行い、その結果を踏まえ、地域の保健

ボランティアとともに啓発活動の青図を描くための

ワークショップを開催。メッセージを伝えたい住民

との対話で使用する「ダイアローグカード」を制作

しました。また、子宮頸がん治療の医療資機材を8

カ所の保健施設に供与し、対象地区全体の保健医療

従事者に検査・治療の研修を実施しました。

ケニアにおける
子宮頸がん検査促進による
予防啓発プロジェクト

実施期間 ： 2022年7月～ 2025年6月
対象人口 ： 700,000人
資金協力 ： 第一三共株式会社
連携機関 ： ナイロビカウンティ保健省

子宮頸がんに進行する手前の「前がん病変」を発

見・治療すれば、女性の命が救えるのはもちろん、

子宮を温存できる可能性も高くなります。この治

療で代表的なものが「ループ式電気焼灼切除術に

よる子宮頸部円錐切除術（LEEP）」です。ジョイ

セフは器材を備えたナイロビの3病院で、医療従事

者17名を対象にLEEP研修を実施。研修参加者が

自信を持ってLEEP施術を行えるようになり、地区

における子宮頸がん予防体制が強化されました。

ループ式電気焼灼
切除術による
子宮頸部円錐切除術
　（LEEP）研修

 

実施期間 ： 2024年1月～ 2月
対象人口 ： 17人
資金協力 ： 55チャレンジ支援事業
連携機関 ： ナイロビカウンティ保健省

ザンビア家族計画協会／ジョイセフザンビア

事務所のスタッフを講師に招き、保健従事者

に両親学級「ママパパクラス」研修を実施。

男性への情報提供の意義が高く評価されまし

た。同講師と地域住民が一緒にスラム近くの

診療所と若者施設の壁に絵を描き、利用が活

性化しています。妊娠中の心身ケアを促す地

区初のヨガ教室も開催し、好評でした。

ケニアの
妊産婦支援

実施期間 ： 2023年8月～ 2024年3月
対象人口 ： 759,164人
資金協力 ： 株式会社ドーム
連携機関 ： ニエリカウンティ保健省

ザンビア共和国

ジョイセフはザンビアのコッパーベルト州を中心にマタニティハウスを整備して

きました。マタニティハウスを建設した地域の人々が、みずからの手で施設を維

持していけるよう、施設の状況アセスメントを実施し、修繕が必要な箇所を特定。

2024年4月以降に予定される修繕の費用や、地域ボランティアによる保健推進活

動費をまかなうため、縫製スキルなどを含めた収入創出活動の研修を行いました。

寄附金による
コッパーベルト州
妊産婦支援プロジェクト

実施期間 ： 2023年8月～2025年7月
対象人口 ： 約245,000人
活動資金（寄附）：資生堂カメリアファンド、日本郵船株式会社、INSOUホールディングス株式会社 他、寄附金
連携機関 ： ザンビア家族計画協会（PPAZ: Planned Parenthood Association of Zambia）、
  ムポングウェ郡保健局、カピリ・ンポシ郡保健局

ジェンダーに基づく暴力（GBV）防止とサバイバー

救済、女性の自立やジェンダー平等促進のため、拠

点や制度を整えコミュニティを支援する3年間の

GBV対策事業がスタート。1年次はルアンシンバ地

区にカウンセリング、ケア、保健サービス、職業訓

練を提供する「女性センター」が完成。地域の指導

者や警察、保健ボランティア、パラリーガル（弁護

士補助）らが連携し、地域でGBVの防止・対策へ

の啓発を進め、3,655件の相談に対応しました。

コミュニティエンパワメント
による、ジェンダーに基づく
暴力（GBV）対策事業

実施期間 ： 2023年3月～ 2026年4月
対象人口 ： 356,921人
資金協力 ： 外務省NGO連携無償資金協力
連携機関 ： ザンビア家族計画協会（PPAZ）、
  カピリ・ンポシ郡保健局

ザンビアの子宮頸がん罹患率は34.1％と、世界ワー

スト3位。基礎調査により、この疾患に関する情報・

知識の不足や、予防と検査への意識が低いことが確認

されました。プロジェクトでは農村地帯のカルウェオ

地区に検査と簡易な治療が行える医療器材を供与し、

保健従事者への研修を実施。ボランティアによる住民

への啓発活動を後押しして、2,892人に子宮頸がんの

情報を届けました。すでに77人が検査を受診、うち3

人が前がん病変の治療を受けました。

寄附金による
ザンビアにおける
子宮頸がん検査
促進プロジェクト

実施期間 ： 2023年8月～ 2025年7月
対象人口 ： 約19,200人
活動資金（寄附）：55チャレンジ支援事業、支援者寄附金
連携機関 ： ザンビア家族計画協会（PPAZ）、ムポングウェ郡保健局、マサイティ郡保健局

子宮頸がん検診が保健センター
で行えるようになれば、コミュ
ニティの人が検診を受けるため
に病院まで長距離を移動した
り、移動にお金をかけたりする
必要はなくなります。このプロ
ジェクトを通して、子宮頸がん
の診断、治療、管理など総合的
な医療サービスを提供し、女性
の健康を向上させていきたいと
思います。

チャンダ・クリスタベルさん
（ンジェレマニ保健センター 看護師）

2015年にジョイセフの研修を受け、活動を始めました。私のいるカルウェオ地区のフィバレAゾーン
には、113世帯350人の住民がいます。このプロジェクトが始まったことを、コミュニティの人は
とても喜んでいます。自分たちの住む場所から歩ける距離で、また少ない交通費で、検査を受けに行
けるからです。今日は自分の姪を子宮頸がん検診に連れていきました。自分の家族やコミュニティの
人たちが健康に生きていけるように、命を守る保健サービスを多くの人に伝えていきたいです。

クリスピン・カトンゴさん（ムポングウェ郡カルウェオ地区　母子保健推進員）
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